
千葉県競馬組合　地域に親しまれる競馬パーク 株式会社よみうりランド　コンセプトは「街との共生」
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ファン・馬・騎手の一体感ある環境に

船橋競馬場大規模改修　完成
（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　５月２６日　（月曜日）

　船橋競馬場は（昭和）年に現在地に建設
され、年には収容人数３万人のスタンドに改装
されましたが、建設後年が経過したスタンドは
老朽化が進行していました。今回のスタンド建て
替えは、馬券がネットでの購入に移行している傾
向を踏まえ、収容人数を１万人程度のコンパクト
なスタンドに更新する方針を決めて行いました。
　新スタンドＡ棟は年２月、新スタンドＢ棟
は年４月に供用開始となりました。新スタンド
では、個人やグループそれぞれで楽しんでいただ
ける多彩なデザインの特別観覧席や、お子様連れ
の方でも快適に施設を使用いただけるようキッズ
スペース、ベビールームも設けました。また、バ
リアフリートイレやエレベーターを設置し、体の
不自由な方にも気軽に楽しんでいただける設計に
しています。
　飲食店の展開についてもバリエーション豊富な
店舗を取りそろえ、ファミリー層を含めた幅広い
年代の方に満足いただけるように取り組んでいま

す。イベントなどを開催して多くの方に気軽に来
場いただき、競馬に関心を持ってほしいと考えて
います。
　近隣に２路線の駅や複数の大型商業施設のある
船橋競馬場の立地は集客に優位性があると認識し
ています。ただ、旧来のスタンドが付近を通行す
る方から見えづらく、新たなファンの確保につな
がっていないという問題がありました。
　ららぽーとTokyo-Bay付近に新スタンドや両
面パドックビジョンが見える新たな入場門を設け
ることで、周辺を通行する方に船橋競馬場をア
ピールできると考えています。芝生広場には遊具
も設置し、地域に親しまれる競馬パークを目指し
ていきます。
　月３日にはダート競馬の祭典「ＪＢＣ競走」
を年ぶりに船橋競馬場で開催いたします。新た
に生まれ変わった船橋競馬場にぜひお越しいただ
き、白熱したレースをお楽しみ下さい。

　船橋競馬場は京成線とＪＲの２路線から徒歩圏内
にある日本有数の都市型競馬場です。今回の大規模
改修プロジェクトは、「街との共生」をコンセプト
とし、さまざまな目的でこの街に来られた方々に競
馬場にも入ってほしいという思いを込めて進めてき
ました。
　コロナ禍の経験を踏まえて隣り合う席の間隔を広
く取り、間にテーブルを設置するなど、お客さま一
人一人の快適性を優先しました。競馬場の主役であ
る馬と騎手をより身近に感じられる造りにしたいと
考え、パドック観覧席から多くのお客さまが見るこ
とができる劇場型の設計としました。パドックに入
る前の装鞍所やレース終了後の競走馬や騎手の様子
も近くで見られるようにしました。
　商業施設側にあった諸施設の機能は移転し、既存

建屋を撤去した跡を芝生広場としました。これによ
り競馬場の視認性が格段に高まり、街を歩く方々に
競馬場の熱気を強く伝えることができるようにして
います。
　当社と設計・施工の大成建設、ＣＭ業務をお願い
した三菱地所設計の３者は、工事を進める上での課
題を定例会で協議してきました。合計回の会合
を重ね、計画のブラッシュアップを図りました。
「月５日間の競馬開催を、１日も中止せずに工事を
完成させる」という計画は、設計と施工が同一であ
ったことで達成できたと考えています。
　今回、新入場門と合わせて日本初のパドック両面
ビジョンも完成しました。これを活用しながら地域
貢献につながるイベント開催も積極的に取り組みま
す。
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■工事件名：船橋競馬場大規模改修工事
■建設地：千葉県船橋市若松１－２－１
■発注者：株式会社よみうりランド
■設計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■施工：大成建設株式会社千葉支店
■ＣＭ業務：株式会社三菱地所設計
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：〈スタンドＡ棟〉，㎡〈スタンドＢ棟〉，㎡
■構造・規模（座席数）等：〈スタンドＡ棟〉ＲＣ造５階建て延べ，㎡（席）

〈スタンドＢ棟〉ＲＣ造５階建て延べ，㎡（，席）
■供用開始：〈スタンドＡ棟〉年２月１日〈スタンドＢ棟〉年４月日
■全体工期：年１月１日～年３月日

写真提供：株式会社エスエス東京支店
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　街に開かれた競馬場を目指し、まず通りに面して障壁となって
いた運営諸施設の機能を移転、スタンド１階に集約しました。空
地となった約，㎡のエリアは緑豊かな芝生広場として、商業
施設が立ち並ぶ通りに面して大きく開きました。広場には新入場
門を設け、街から広場を通して人々を誘い連続的にスタンドにつ
ながる配置を提案し、スタンドの２階以上を観客エリアとし、各
階全てに広場と馬場の両方に面した見晴らしの良いテラス空間を
設けました。

　観客スタンドにはさまざまな居場所を設け、環境や気分に応じ
て好きな場所を見つけて過ごせる回遊性の高い空間としていま
す。人が集中するゴール付近は個席により収容人数を最大化し、
ゴールから離れるにつれゆったりとしたバラエティシート等の付
加価値席を配置しました。水平に伸びやかに広がるオープンエン
ドなスタンドの端部には広々としたテラスや、馬場を一望できる
ルーフトップテラスを設け、雄大な風景の中を颯爽（さっそう）
と駆け抜ける馬たちを楽しむことができます。
　パドックは各階全てに設けたテラスが雛（ひな）壇状に重なる
劇場空間としてファンと馬・騎手の距離を近づけ、一体感を生み
ます。また地面より掘り下げた、馬をかぶりつくように間近で観
戦できる「馬かぶり席」も設置しました。
　自然、馬を通じて人々の出会いを生み、街に寄り添う新しい競
馬場が完成しました。

　大成建設株式会社一級建築士事務所　伊藤真樹
　大成建設株式会社一級建築士事務所　淺野晃宏


